２　平安・鎌倉時代における羽合史
羽合の地名　　　　　　　再び地名の話にもどってくるようだが、前にもちょっとふれておいたが、「羽合」という地名を調べてみても同一地名は見あたらない、その旧地名の起原とおもわれる「伯井田」もそのとおりで、これが羽合というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あてじ),当字)地名の生まれた原因である。ところが、宇多川系図に、平城天皇大同２年丁亥生れの公朝の妻が、夫の公朝２０歳（推定）くらいの年、淳和天皇天長２年（８２６年）「松虫、公朝妻、伯ノ羽々伊之庄司乃女」と載っている。このことから察して「伯井田」は「ハクイダ」でなく「ハハイダ」後世の「羽合＝ハワイ」であると決定してさしつかえない。

豪族伯耆の宿称　　　　　それはともかく、上の宇多川系図の１項によって、まさしく、この地方では国衛の権力が衰退のきざしを見せ、したがって郷・庄の成立となり、河村の郡司は律令官制下の役職を脱皮したが、相かわらず地方のもとの豪族的地位はゆるがず、郷・庄を支配するに至ったのではなかろうか。その豪族こそは、日本書紀天武天皇１２年（６８４）甲申冬十月乙卯朔己末「伯耆ノEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みやつこ),造)等十四氏賜レEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かばね),姓)、日レ連」、また、同１３年矢つぎはやに、階級制度の改正があり８色（階級）の姓を定められた際、もとのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むらじ),連)から「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すくね),宿称)」の称を許された全国５２氏のうち伯耆ノ宿称がある。伯耆氏の系図にも、この頃から代々宿称を継称している。郡司であったり、庄司になった
氏伯耆と大原廃寺　　　りした河村（羽々伊）の豪族は、その伯耆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みやつこ),造)・伯耆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むらじ),連)・伯耆宿称で、その領内の大原廃寺は、いまでは建立者は誰であるか知るよしもないが、推古以来奈良朝前期の多くの廃寺が豪族の氏寺であったと考えられるように、大原廃寺も豪族伯耆氏の氏寺であったにちがいない。
　　　　　　　　　　　　いまの大原から田後までの天神川・竹田川ぞいの長狭の耕地が、昔の日下郷で河村郡の西部を占め、皇室領である御名代の部民をおかれたところで、日下郷の南端大原の山紫水明の地に大原廃寺があり、北端日下山の麓に日下大明神(今は上里神社合祀)があり、その中央の位置に波々伎神社が鎮座し、いまにいたるまで伯耆氏が代々奉仕し、このあたりを中心に多くの古墳を営んだことが伯耆氏の系図にも載っている。
勝宿称、日置氏、　　　　倉吉駄経寺の大御堂廃寺が勝宿称の氏寺、又舎人郷野方廃寺が出雲のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へき),日置)氏一族の氏寺と推
伯耆氏の氏寺　　　　　定が許されるものならば、羽合条里の中心部に当る長瀬条里の中の郡領寺である、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あざ),字)「寺屋敷」の経営される以前の伯耆氏の氏寺として建立されたものが、大原廃寺であろうことは推定して
伯耆氏と羽合条里　　　さしつかえない。ともかく大原廃寺、波々伎神社、日下ならびに馬山の古墳群をはじめ羽合郷古墳群そして湊神などは、上代羽合史を構成する重要な幹骨である。

　　　　　　　　　　　　大化改新前後から条里制開拓がはじまり、逐次年を重ねて大宝・養老年間と制度の完備するにつれて、国有に統制された条里を班田収授法に即応できるようにし、伯耆氏がこれの管理者
今も残る「職分田」　　としての河村郡司に任ぜられた結果、羽合条里の中央にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あざ),字)「国相」をはじめとし、字「小君」
の字名　　　　　　　　字「大目・小目」と７町歩にわたる郡司の格式に相当する「職分田」を農民一般への班田からはずして授けられていたのが現在まで字名として残っている。自家の勢力で開拓に成功し、朝廷から認められた職分田のある縁故の土地であるから、官法律令が衰え私有地荘園が拡大され
荘園化の初期　　　　　る時代がきても深い執着がある。その縁故の土地を荘園として確保し、依然として庄司の威を奮っていたことであろう。これがこの地方の荘園化の初期の状態で、その後この荘園が平氏隆盛の世となり、全国６０余州の土地がほとんど平氏の荘園と化し、その余は皇室領・公郷領・寺社領となったのである。
羽合郷と原田氏　　　　　ことに中国・西海に多かった平家領荘園の内に、北九州筑前御笠郡岩戸館の原田氏があり、この原田氏の一族がひがし伯耆の庄司として配置されるに至って、初期荘園のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つかさ),司)でありEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はぶり),羽振)を
伯耆氏、日下ノ郷　　　きかせた羽々伊氏、即ち伯耆氏は職分田のあった永住地河村郷（羽々伊の庄）を引き払って、
に定着　　　　　　　　もと皇室領のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みなしろべ),御名代部)の住んでいる「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くさかべ),日下)ノ郷」に移り、氏神である「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ははき),波々伎)ノ神」を守る地位に定着することになったものであろう。後、平氏が滅んで源氏の世となっても、原田氏はうまく源氏にとりいってその地頭となり、北条執権にも認められ、治承・文永・文安のころまで、この地が山名氏守護領となるまでこの地の地頭としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),覇)をとなえたものであろう。それから応仁の乱後、山名氏が弱体化し、その後にひがし伯耆３郡に出雲から来たのが羽衣石南条氏で、これが北条氏滅亡後の室町時代であった。
古文書の空間時代　　　　ところが、伯耆氏（羽々伊氏）の移動から原田氏のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はけん),覇権)時代にわたって、この地方には古文書も記録もなにもない。郷土研究者にとっては、まことに頭のいたい時代である。ただ伯耆氏に関しては、奈良朝直前の天武紀に、前記のとおり天武天皇１２年にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みやつこ),造)級からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むらじ),連)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かばね),姓)をいただき、翌１３年にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すくね),宿称)という８色姓のうちEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まひと),真人)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あそみ),朝巨)につぐ第３位の姓を許されていることはわかっているが、伯耆氏系図には伯耆ノEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すくね),宿称)を連記してあるのみで事情が明らかでなく、ずっと後の戦国の吉川時代から具体的なことが詳しくのっている。したがって、奈良・平安時代
宇田川系図　　　　　　の一般中央史に関連のある具体的なことは判らない。ただ宇多川系図に「伯ノ羽々伊ノ庄司」のことが１ヵ所載っているが、しかし諸家の系図を全面的に信ずることは危険である。だがこれによるより仕方がなく、また、ある点ではこれによって郷土史の姿はつかめるともいえる。
原田系図　　　　　　　　こうしたとき、たまたまここに原田系図というものが発見されたので、荘園領主・地頭時代の地方の状況がようやく明るみをさしかけてくるにいたったのである。しかし、原田氏領有時代のことは、従前の史書にも記録にも何一つ記載されてなく永い間の歴史の下積みになっていたのである。
